
実績額

単位：円

【商工観光課】 指標①
宿泊型・日帰りプログラム
への参加者数

500 人／（増） 422 人／（増） 指標①
宿泊型・日帰りプログラム
への参加者数

500 人(増) 251 人(増)

　　地域資源を活用した健康保養地
事業

指標② コースの整備数 (R2.3末) 10 コース 11 コース 指標② コースの整備数 (R2.3末) 10 コース 11 コース

指標③ ガイドの人材育成数 (R2.3末) 30 人 80 人 指標③ ガイドの人材育成数 (R2.3末) 30 人（延） 80 人（延）

指標④
健康保養地事業一般参加
者数(延)

(R2.3末) 3,000 人 3,326 人 指標④
健康保養地事業一般
参加者数(延)

(R2.3末) 3,000 人 5,126 人

指標⑤
ヘルスケア産業に携わる
住民の数数（延）

(R2.3末) 140 人 延 193 人 指標⑤
ヘルスケア産業に携わる
住民の数

(R2.3末) 170 人 延 200 人

【商工観光課】、【産業振興課】 指標① ラベンダー製品出荷額 (R2.3末) 3,000 千円／年 8,493 千円／年 指標① ラベンダー製品出荷額 (R2.3末) 3,000 千円／年 8,500 千円／年

ラベンダーを活用した認知症対策事
業

指標②
ラベンダー栽培面積
（遊休農地活用面積）

5,000 ㎡（増) 5,050 ㎡（増） 指標②
ラベンダー栽培面積
（遊休農地活用面積）

35,000 ㎡(延) 37,170 ㎡(延)

【商工観光課】、【産業振興課】 指標①
多可町特産品認証制度
認証登録数

180 品（延） 122 品（延） 指標①
多可町特産品認証制度
認証登録数

200 品(延) 140 品(延)

　地域ブランドの発掘・発見・創出 指標② 新規創業・起業者数 13 件（延） 17 件（延） 指標② 新規創業者数 17 件(延) 22 件（延）

指標③ 観光交流人口数 (R2.3末) 1,200 千人 再掲 1,101 千人 指標⑥ 観光交流人口数 (R2.3末) 1,200 千人 再掲 1,150 千人

指標④ 芸術家の招聘 1 人 1 人 指標③ 芸術家の招聘 - 人 - 人

指標⑤ 講習会参加者数 10 人 16 人 指標④ 講習会参加者数 20 人 20 人

指標⑥ イベント来場者数（木材） 500 人 650 人 指標⑤ イベント来場者数（木材） - 人 - 人

【商工観光課】 指標① 観光交流人口数 (R2.3末) 1,200 千人 再掲 1,101 千人 指標① 観光交流人口数 (R2.3末) 1,200 千人 再掲 1,150 千人

　地域ブランドの売り出し強化 指標② 二地域住居世帯 (R2.3末) 65 件 50 件 指標② 二地域住居世帯 (R2.3末) 65 件 50 件

【定住推進課】 指標①
ＵＪＩターン移住者数（外国
人含む）

(R2.3末) 450 名 407 名 指標① (R2.3末) 450 名 400 名

　移住・定住の促進 指標②
リフォーム・中古住宅購入
助成申請件数

(R2.3末) 50 件 44 件 指標② (R2.3末) 50 件/年 50 件/年

指標③
住まいの住宅新築助成制
度申請件数

(R2.3末) 10 件 0 件 指標③ (R2.3末) 10 件/年 22 件/年

指標④
宅地分譲購入者数（累
計）

(R2.3末) 18 名 13 名 指標④ (R2.3末) 18 名 14 名

指標⑤
定住コンシェルジュの相談
により移住を決めた人の
数

(R2.3末) 5 人 7 人 指標⑤

ＵＪＩターン移住者数（外国
人含む）

リフォーム・中古住宅購入
助成申請件数

住まいの住宅新築助成制
度申請件数*あったか家
族多世代助成へ改変

宅地分譲購入者数（累
計）

定住コンシェルジュの相
談により移住を決めた人
の数

(R2.3末) 5 人 5 人

平成30年度および令和元年度　地方創生交付金事業検証シート

（各交付対象事業の重要業績評価指標（KPI）の実績値等）

事業の名称 No 事業の実施内容

平成30年度 令和元年度（H31）

目標達成への取り組み
最終
目標
年度

重要業績評価指標（KPI） 意見・提言重要業績評価指標（KPI）

指標 指標値 実績値 指標

R1

神戸ファッション美術館で、
播州織のファッションショー
等も考えてみてはどうか。。
播州織というブランドに関し
て、西脇市や多可町で作って
いるという知名度が低いの
で、播州織と西脇市・多可町
とを紐づけするためのPR方法
が重要ではないか。
マーケティング全般において
東京に進出することを中心に
据えるのではなく、京阪神を
大事にしていくという観点が
あっているのではないか。

観光サテライトスタッフ的な
人材を他地域に派遣・募集し
て、町外でＰＲしてくれる人
を増やす方向もよいのではな
いか。

多可町では加美区にコンシェ
ルジュがいるとのことだが、
他の区にもコンシェルジュを
設けられるといいと思う。ま
た今後、外国人移住のため
に、集落と外国人のコンタク
トをお手伝いする仕組みもあ
るといいのではないか。

【地方創生推進交付金】
地域資源を活用した
ヘルスケア産業・推進事業

A

3,404,341

・毎週火曜（または祝日の月曜）と木曜日にウォーキングを開催。また、
月１回は昼食（または体験プログラム）付きのウォーキングを実施。現
在、町外企業による職員の健康増進を目的としたウォーキングの利用はあ
るが、町内企業の利用がすすんでいないため、仕組みづくりを行う。
・参加者が道中楽しめるよう、今後、魅力的なコース整備を進めたい。こ
れまでで、看板設置などを行ったコースは11コースだが、定番コース以外
にも、月１回は、四季や多可町の魅力再発見に繋がるコースを設定して案
内している。11コース整備したことで、毎月約９回事業を開催をしてもリ
ピーターが飽きのこないプログラム作りが可能となった。
・R元年度は、現行ガイドの技術向上を目的とした研修と、新規ガイド発掘
および育成を目的とした研修を実施する。
・他業種連携の仕組みを構築するために、先進地の視察を行うなど、多可
の森健康協会とともにすすめる。

R1

B 2,716,000

・認知症予防教室を、住民が参加しやすい場所で開催する。
・認知症予防教室で使用することを目的とし、多可町産のヒノキ

精油を使用したリフレッシュジェルの開発を行った。
・認知症予防の観点で多可町健康保養地事業と連携する。
・ラベンダー栽培については、目標面積である３．５ヘクタール

を達成した。今後は各取組団体の自立活動へとつなげていくた
めに、補植用のラベンダー栽培講習会や剪定技術講習会を開催
し、継続的な事業へと展開する。

R1

実績値が指標値を超えた後
は、質を求めていくことを今
後進めていくべき。案内ガイ
ドとして、利用者に満足頂け
る人材が、どのくらいいるの
かをみていける指標にシフト
するべき。

ラベンダーが認知症予防に効
果が見込めるのという報告だ
が、大阪万博は健康がテーマ
なので、そういった部分に
売っていくのはどうか。

R1

Ｄ 5,563,248

・ 旅行社連携誘客事業の実施
さらに、多可町の魅力を深掘りし、発信していく。

・ ツアーガイド養成講座開催
職員誰もが観光案内人としての意識づけをおこなっていくた
め、引き続き養成講座をおこなっていく。

・ 杉原紙ＮＥＸＴプロジェクトの実施
杉原紙を東京オリンピックやワールドマスターズゲームズ、大
阪万博などのイベントに売り込むため、杉原紙の商品価値をＮ
ＥＸＴプロジェクトで協議していく。

R1

実績見込み

【地方創生推住交付金】
地域ブランド推進による
「多可町ファン」拡大事業

Ｃ 9,944,363

・ラベンダー製品販路開拓支援事業
マーケティング調査を通してラベンダー製品の販路開拓を図る

・神戸芸術工科大学との連携事業
地域ブランドを活用したＰＲグッズの製作を行う

・創業支援事業の実施
セミナー、講座等の実施により人材の育成を行う

・播州織振興連携事業の実施
近隣市町や関係団体と連携し、広く播州織の情報発信や魅力を
伝えるとともに、若者に対して「訪れてみたくなる」、「働い
てみたくなる」、「住みたくなる」という町の魅力を伝える。

・チェンソーアート
平成27年度からの４年間で、６回のイベントを実施、平成27年
度に立ち上がった「北はりまチェンソーアートクラブ」は、
スキルアップしながら自主的な活動を行っている。

・地元産材を用いた新たな需要や市場を見出せるよう取り組む。

Ｅ 4,361,518

①⑤地域内連携組織の構築を目指し、定住や空き家の利活用
等に対して定住や創業、空き家活用等の先進事例を紹介する
講演会を行うほか、ＵＪIターン者が孤立しないようお互いの
交流を図る交流会などの機会を設け、引き続き活動の充実を図
る。
多可町への定住者の定着とＵＪIターン者の増加のために、定住
コンシェルジュと集落が連携してＵＪIターン者の受入に当たれ
るよう、集落ヒアリングを実施する。
②③引き続き啓発を行い、利用をすすめる。
④分譲地については、第2期分5区画の完売を目指す。
①・③以外は目標を達成する見込み。
③については、住まいの新築助成を廃止し、『あったか家族多
世代住宅助成』へ改変。
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